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ま え が き

2017年3月に，新しい学習指導要領が告示されました。それに伴い，2018年度から2020年度は

移行措置期間として，各学年の指導について，全部または一部について新学習指導要領による教育

課程が実施されます。

今回の改訂では，AI（人工知能）の飛躍的進化などにより社会構造や雇用環境が劇的に変化する

ことが予想される中で，実社会・実生活の高度な問題解決に必要な「資質・能力」の育成が大きく

掲げられています。一方で，先生方の世代交代が進んでおり，これまでの教育に関わる様々な経験

や知見をどのように継承していくかという課題にも対応するため，その内容も構造も，大きく様変

わりした改訂となりました。

新学習指導要領は，2018年から先行実施，そして2021年からは完全実施となります。指導にあたっ

ては，新学習指導要領に示されている内容を読み込んで適切に理解し，その趣旨を生かした授業を

展開することが必要です。

そこで本冊子は，新学習指導要領の改訂にあたって新しく入った項目を使った題材例を7つ掲載

しています。学習指導計画では学習活動を行う上で，どんな教材・教具が使用されるか一目でわか

るよう示しています。

本冊子が「資質・能力」の育成のための学習活動が展開できる学習題材の設定の参考になれば幸

いです。

2018年3月

 編著者一同　
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家庭分野　学習指導要領
中学校技術・家庭「家庭分野」　新学習指導要領・現行学習指導要領の内容項目一覧

新学習指導要領（平成 29年 3月） 現行学習指導要領（平成 20年 3月）
A 家族・家庭生活 A 家族・家庭と子どもの成長
（1）自分の成長と家族・家庭生活
　ア 　自分の成長と家族や家庭生活との関わり， 家族・家庭の基

本的な機能について， 家族や地域の人々と協力・協働して家
庭生活を営む

（2）幼児の生活と家族
　ア（ア）幼児の発達と生活の特徴，家族の役割
　　（イ）幼児にとっての遊びの意義や幼児との関わり方の理解
　イ　幼児とのよりよい関わり方について考え，工夫
（3）家族・家庭や地域との関わり
　ア （ア ）家族の互いの立場や役割， 協力することによって家族

関係をよりよくできる
　　（イ ）家庭生活は地域との相互の関わりで成り立っているこ

とが分かり，高齢者など地域の人々と協働する必要があ
ることや介護など高齢者との関わり方について理解

　イ 　家族関係をよりよくする方法， 高齢者など地域の人々と関
わり，協働する方法について考えの工夫

（4）ア　家族・家庭生活についての課題と実践

（1）自分の成長と家族
　ア　自分の成長と家族や家庭生活とのかかわり
（2）家庭と家族関係
　ア　家庭や家族の基本的な機能，家庭生活と地域とのかかわり
　イ　これからの自分と家族，家族関係をよりよくする方法
（3）幼児の生活と家族
　ア　幼児の発達と生活の特徴，家族の役割
　イ　幼児の観察や遊び道具の製作，幼児の遊びの意義
　ウ　幼児との触れ合い，かかわり方の工夫
　エ　家族又は幼児の生活についての課題と実践

B 衣食住の生活 B 食生活と自立
（1）食事の役割と中学生の栄養の特徴
　ア（ア）生活の中で食事が果たす役割
　　（イ）中学生に必要な栄養の特徴，健康によい食習慣
　イ　健康によい食習慣
（2）中学生に必要な栄養を満たす食事
　ア（ア）栄養素の種類と働き，食品の栄養的な特質
　　（イ）中学生の 1日に必要な食品の種類と概量， 1 日分の献立
　イ　中学生の 1日分の献立
（3）日常食の調理と地域の食文化
　ア（ア）日常生活と関連付け，用途に応じた食品の選択
　　（イ）食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理
　　（ウ）材料に適した加熱調理の仕方，基礎的な日常食の調理
　　（エ）地域の食文化，地域の食材を用いた和食の調理
　イ 　日常の 1 食分の調理について， 食品の選択や調理の仕方， 

調理計画

（1）中学生の食生活と栄養
　ア　食事が果たす役割，健康によい食習慣
　イ　栄養素の種類と働き，中学生の栄養の特徴
（2）日常食の献立と食品の選び方
　ア 　食品の栄養的特質，中学生の 1日に必要な食品の種類と概量
　イ　中学生の 1日分の献立
　ウ　食品の選択
（3）日常食の調理と地域の食文化
　ア　基礎的な日常食の調理，食品や調理用具等の適切な管理
　イ　地域の食材を生かした調理，地域の食文化
　ウ　食生活についての課題と実践

（4）衣服の選択と手入れ
　ア（ア ）衣服と社会生活との関わり， 目的に応じた着用， 個性

を生かす着用及び衣服の適切な選択
　　（イ ）衣服の計画的な活用の必要性，衣服の材料や状態に応

じた日常着の手入れ
　イ　衣服の選択，材料や状態に応じた日常着の手入れ
（5）生活を豊かにするための布を用いた製作
　ア 　製作するものに適した材料や縫い方， 用具を安全に取り扱い， 

製作
　イ 　資源や環境に配慮し，生活を豊かにするために布を用いた

物の製作計画，製作
（6）住居の機能と安全な住まい方
　ア（ア ）家族の生活と住空間との関わり，住居の基本的な機能
　　（イ ）家庭内の自己の防ぎ方など家族の安全を考えた住空間

の整え方
　イ　家族の安全を考えた住空間の整え方
（7）ア　衣食住の生活についての課題と実践

C 衣生活・住生活と自立
（1）衣服の選択と手入れ
　ア 　衣服と社会生活とのかかわり， 目的に応じた着用や個性を

生かす着用の工夫
　イ　衣服の計画的な活用や選択
　ウ　衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れ
（2）住居の機能と住まい方
　ア　住居の基本的な機能
　イ　安全な室内環境の整え方，快適な住まい方の工夫
（3）衣生活，住生活などの生活の工夫
　ア　布を用いた物の製作，生活を豊かにするための工夫
　イ　衣生活又は住生活についての課題と実践

C 消費生活・環境 D 身近な生活消費と環境
（1）金銭の管理と購入
　ア（ア ）購入方法や支払い方法の特徴， 計画的な金銭管理の必

要性
　　（イ ）売買契約の仕組み， 消費者被害の背景とその対応， 物

資・サービスの選択に必要な情報の収集・整理
　イ　物資・サービスの選択に必要な情報を活用して購入
（2）消費者の権利と責任
　ア 　消費者の基本的な権利と責任， 自分や家族の消費生活が環

境や社会に及ぼす影響
　イ 　身近な消費生活について，自立した消費者としての責任消

費行動
（3）ア　消費生活・環境についての課題と実践

（1）家庭生活と消費
　ア　消費者の基本的な権利と責任
　イ　販売方法の特徴，物資・サービスの選択，購入及び活用
（2）家庭生活と環境
　ア　環境に配慮した消費生活の工夫と実践

※枠囲みは選択事項。3学年間 1項目以上を選択。その際，他の内容
と関連を図る。

※枠囲みは選択事項。3学年間で 1～ 2項目を選択。
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3
年
間
の
指
導
計
画
例

週（
時
）

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33
34

35

１ 年　 ３ ５ 時 間

家
庭
分
野
ガ
イ
ダ
ン
ス
A
家
族
・
家
庭
生
活

B
 衣
食
住
の
生
活
　
食
生
活

学
習
内
容

1　
わ
た
し
た
ち
と
家
族
・
家
庭
と
地
域

1　
健
康
と
食
生
活

2　
食
品
の
選
択
と
保
存

3 
調
理
を
し
よ
う

4 
地
域
の
食
材
と
食
文
化

　
わ
た
し
の
成
長
と

家
族
・
地
域

①
 家
庭
の
は
た
ら
き

2 　
幼
児
の
生
活
と
遊

び ①
 わ
た
し
の
成
長
を
た

ど
る

②
 わ
た
し
た
ち
と
家

族
・
家
庭
と
地
域

③
 わ
た
し
た
ち
の
家

庭
生
活
と
地
域

①
食
事
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

②
生
活
習
慣
と
食
事

③
中
学
生
に
必
要
な
栄
養

④
食
品
と
栄
養
素

食
品
が
食
卓
に
の
ぼ
る
ま
で

①
生
鮮
食
品
と
加
工
食
品

②
食
品
の
表
示

生
鮮
食
品
と
加
工
食
品
の
表
示

③
食
品
の
選
択
・
購
入
と
保
存

④
食
品
の
安
全
と
情
報

①
調
理
の
計
画

②
調
理
の
基
本

③
肉
の
調
理

④
魚
の
調
理

⑤
野
菜
の
調
理

①
 地
域
の
食
材
と
 

郷
土
料
理

②
 受
け
継
が
れ
る
 

食
文
化

食
生
活
と

環
境
と
の

か
か
わ
り

授
業
時
数

2
（
1）

3
8

6
13

2

学
習
指
導
要
領

A（
1）
ア

A（
１
）ア
，

（
3）
ア（
イ
），
（
3）
イ

B（
1）
ア（
ア
），
（
1）
ア（
イ
），
（
1）
イ
，

（
2）
ア（
ア
），
（
2）
ア（
イ
），
（
2）
イ

B（
3）
ア（
ア
），
C（
2）
ア
，（
2）
イ

B（
3）
ア（
イ
），
（
3）
ア（
ウ
），
（
3）
ア（
エ
），
（
3）
イ

B（
3）
ア（
エ
）

教
科
書
該
当
頁

2
～
21

14
～
19

60
～
81

82
～
93

94
～
13
5

13
6
～
13
9

２ 年　 ３ ５ 時 間

B
衣
食
住
の
生
活
　
衣
生
活

生
活
の
課
題

と
実
践

B
衣
食
住
の
生
活
　
衣
生
活

B
衣
食
住
の
生
活
　
住
生
活

C
消
費
生
活
・
環
境

学
習
内
容

1　
日
常
着
の
活
用

2　
日
常
着
の
手
入
れ

3　
布
を
用
い
た
物
の
製
作

①
 自
分
ら
し
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
②
衣
服
の
は
た
ら
き

③
衣
服
の
構
成

④
衣
服
の
入
手
計
画
と
選
び
方

①
衣
服
の
汚
れ
と
手
入
れ

②
衣
服
の
素
材
と
手
入
れ

③
衣
服
の
洗
濯

④
衣
服
の
収
納
・
保
管

⑤
衣
服
の
補
修

環
境
に
配
慮
し
た
衣
生
活

①
製
作
し
よ
う

1　
住
ま
い
の
は
た
ら
き

　
①
住
ま
い
の
様
々
な
役
割

　
②
共
に
住
ま
う

2　
健
康
で
安
全
な
住
ま
い

　
①
家
族
の
健
康
と
室
内
環
境

　
②
家
庭
内
の
安
全

3　
住
ま
い
と
地
域

　
①
災
害
へ
の
備
え

　
②
災
害
時
の
住
ま
い
と
暮
ら
し

　
③
地
域
に
配
慮
し
た
住
ま
い
方

こ
れ
か
ら
の
衣
生
活
と
環
境

1　
家
庭
生
活
と
消
費

　
①
消
費
生
活
の
し
く
み

2　
商
品
の
選
択
と
購
入

　
①
商
品
購
入
の
プ
ロ
セ
ス

　
②
生
活
情
報
の
活
用

　
③
購
入
方
法
と
支
払
い
方
法

3　
よ
り
よ
い
消
費
生
活
の
た
め
に

　
①
契
約
と
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

　
②
消
費
者
を
支
え
る
し
く
み

　
③
消
費
者
の
権
利
と
責
任

4 　
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
生

活 　
①
自
ら
取
り
組
む
エ
コ
生
活

　
②
地
域
や
社
会
で
の
協
力

　
③
持
続
可
能
な
社
会

授
業
時
数

8
2

8
7

6
4

学
習
指
導
要
領

B（
4）
ア（
ア
），
（
4）
ア（
イ
），
（
4）
イ
，

C（
2）
ア
，（
2）
イ

B（
5）
ア
，（
5）
イ
，
C（
2）
ア
，（
2）
イ

B（
6）
ア（
ア
），
（
6）
ア（
イ
），
（
6）
イ

C（
1）
ア（
ア
），
（
1）
ア（
イ
），
（
1）
イ
，

C（
2）
ア
，（
2）
イ

教
科
書
該
当
頁

16
6
～
18
9

24
6
～
25
7

19
0
～
21
1

14
8
～
16
5

21
2
～
22
7

22
8
～
24
5

３ 年　 １ ７ ・ ５ 時 間

A
家
族
・
家
庭
生
活

学
習
内
容

1　
幼
児
の
生
活
と
遊
び

2　
幼
児
と
の
ふ
れ
合
い

3 　
こ
れ
か
ら
の
わ
た

し
と
家
族

②
幼
児
の
体
の
発
達

③
幼
児
の
心
の
発
達

④
幼
児
の
心
身
の
発
達
と
家
族
の
役
割

⑤
子
ど
も
の
成
長
と
地
域

⑥
幼
児
の
遊
び
と
発
達

⑦
幼
児
の
遊
び
を
支
え
る

①
ふ
れ
合
い
体
験
の
前
に

②
ふ
れ
合
い
体
験
を
す
る

③
ふ
れ
合
い
体
験
の
ふ
り
返
り

①
 中
学
生
と
家
族
と

の
か
か
わ
り

②
 こ
れ
か
ら
の
わ
た
し

と
家
族
と
の
関
係

世
代
を
超
え
た
人
び

と
と
交
流
し
て

授
業
時
数

8
7

2.
5

学
習
指
導
要
領

A（
2）
ア（
ア
），
（
2）
ア（
イ
）

A（
2）
イ

A（
3）
ア（
ア
），
（
3）

ア（
イ
），
（
3）
イ

教
科
書
該
当
頁

24
～
41

42
～
49

50
～
59
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～ガイダンス～
　　～家庭分野の学習をはじめよう～

教科書該当ページ p.i ～ 22

1. 学習の目標
自分の成長と家族のかかわりに関心をもち，家族や家庭の機能を理解し，中学生が家族の一員として行え

る家庭の仕事や自分の課題に気付き，意欲をもって自立や共生する力を身に付けるために3年間の学習の

見通しをもつ。

・自分の成長を振り返り，家庭や家族の機能を知り，生活に必要な知識や技術について理解する。 【知識・技能】

・学習内容と自分の生活を関連させ，自身の課題に気づき，3年間の学習の見通しをもつ。 【思考力・判断力・表現力】

・ 自分の成長と家族や周りの人とのかかわりに関心をもち，自立や共生することに意欲をもって学ぼうとする。 

 【学びに向かう力・人間性】

2. 学習指導計画

配当
時間 学習活動 指導のポイント

(〇対話的◎主体的●深い学び ) 教材・教具例 資質・能力

課題
設定 1 時間

ガイダンス
3 学年間の学習を理解し，
自分の生活と関連させ，自
己の課題を設定する。

・ 自分のできること，でき
ないことをチェックし，自
分自身のことを理解する。
・ ワークシートにこれから
の自分の課題と目標を記
入する。

・ 生徒同士で発表し合い，
課題の実現に向けての方
法を考える。

小学校家庭科の学習を踏まえ
て，3学年間の学習と時間に
ついてガイダンスを行う。

◎ 自分のできること，できな
いことをチェックさせ，自
分の生活を工夫改善できる
よう，一人一人の課題と目
標を立てさせる。

〇 他の生徒と自分の目標を発
表させ，質問や意見を出し
合い，互いの課題と目標を
実現するための方法を多方
面から考えさせる。

プレゼン用ファイル
（3 学年間の家庭分
野での実習の様子や
製作物の写真等をま
とめたもの）
ワークシート
（小学校の学習の振
り返りができるも
の）

自分の成長を振り
返り，家庭や家族
の機能を知り，生
活に必要な知識や
技術について理解
する。
【知識・技能】

計画 １時間

・ 自分の成長を振り返り，
家庭や家族の機能につい
て理解し，自分ができる
ことは何かを考える。

・ 家庭生活で必要な知識や
技術を家庭分野のどの時
期にどう身に付けるかを
知り学習の計画を立てる。

◎ 自分の家庭や家族，周りの
人に支えられて成長したこ
とに気付き，家庭の機能に
触れ，これからの学習や生
活に主体的に取り組む態度
を養う。

〇 グループ学習
　 生徒同士で，自分の気づき
を話し合い，自分の目標や
学び方に他者の意見を取り
入れてより良く改善させる。

ガイダンス・3学年
間のイメージできる
ワークシート『3年
間を通してなりたい
自分』（これからの
学習をイメージでき
る図等も入れてお
く）

家庭分野の学習を
生活と関連させ，
これからの学習で
自分の課題を設定
し，3学年間の学
習の見通しをも
つ。
【思考力・判断力・
表現力】

実践
および
評価・
改善

◯時間

ガイダンスワークシートの記
入と評価
・ 3学年間で学ぶことがわか
るイメージマップ『3 年
間を通してなりたい自分』
に，毎回の学習で目標確
認や振り返りをし，自己
評価をして，その状況に
応じ修正加筆して内容を
改善していく。

学習指導要領A（２）（３）の
学習時に導入で扱う。
●  3 学年間の学習に見通しを
もち，※毎回の学習で課題
を確認し，振り返る。さら
に生活の課題と実践などを
通して学校以外の場面でも
学んだことを活用できるよ
うにする。

振り返りカードまた
は自己評価票 

自分の成長と家族
や周りの人とのか
かわりに関心をも
ち，自立や共生す
ることに意欲を
もって学ぼうとす
る。
【学びに向かう力・
人間性】

 ※注（1年生～ 3年生の学習の中でその都度確認すると良い。）

A（1）ア

新学習指導要領
の該当箇所

時間3

実践例1
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　家庭分野の学習のねらいは，生徒の生活の基盤となる家

庭や家族の機能を理解し，衣食住等の生活にかかわる基礎

的・基本的な知識や技術を習得することによって，生活の

自立をめざし，家庭生活をより良く豊かに創造しようとす

る能力や態度を育成である。そのため，3学年間の学習を

通して，身に付けたい資質・能力を明らかにし，自己の生

活と関連させ，自分自身で課題に気付き，解決していこう

とする主体的な学びになるような工夫が必要になる。また，

生徒自身の成長を振り返りつつ，家庭や家族の機能を理解

し，生徒自身の日々の生活場面とつなげるが，プライバシー

に十分に配慮しなければならない。家庭や家族が多様化し，

各家庭の独自の価値観等がある。それぞれが多様な価値観

の中では，生活の基礎・基本の理解や一般化はいっそう難

しくなっている。そこで，アクティブラーニングの取り組

み等から，自分以外の人達の生き方にも触れるような工夫

が必要になる。多様な生活の仕方にも興味をもち，自分自

身の生活に新たな考えや生き方を取り込み，より良く生活

を工夫創造し生活を改善する力を付けたい。

3. 学習指導計画の解説
●題材設定の理由

4. 使用教材・ワークシート例，または題材・活動例

自分ができることの確認 3学年間を通して

1年　　　組　　　番 氏名

1年　　　組　　　番

氏名　　　　　　　　

小学校の学習の振り返りワークシート例 ガイダンス・ワークシート例

なりたい自分

そのためには何をする

小学校で学んだことやできるようになったこと

消費・環境

　例　一人で買い物にいく。

　　　表示をみることができる。

衣生活

食生活

　例　　包丁が使える

住生活

家族のこと

＜目標＞

消費・環境

衣生活　

食生活

住生活

家族

ふり返りカード例 3学年間の学びのあゆみ　　できるようになったことを入れてみよう。

1学年 2学年 3学年 目指す姿

消費・環境

衣生活

食生活

住生活

家族のこと

1年間

ふり返り
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～私たちの家庭生活や
　　地域とのかかわり～

教科書該当ページ p.12 ～ 19

1. 学習の目標
<知識・技能＞

・家族が互いの立場や役割を担って，協力することで家族関係がよりよくできることを理解する。

・ 家庭生活は地域との相互関係で成り立っていることが分かり，地域の人々と協働する方法や介護など高

齢者とのかかわり方について考えることができる。

<思考力・表現力・判断力＞

・ 家族や高齢者など地域の人々とのかかわりを通して，お互いに尊重し合うことの大切さや将来を展望す

ることの大切さを考える。

2. 学習指導計画

配当
時間 学習活動 指導上の留意点 教材・教具例 資質・能力

課題
設定 １時間

〇 中学生と家族のかかわり
について考えよう。
・ 中学生ってどのような時
期だろう：人の一生の中
で中学生という時期の特
徴を押さえる。
・ 学校生活が忙しくなる一
方，地域とのかかわりは
薄れる中学生の実態を考
える。

・ 学校生活や家庭生活で中学
生になって変わったと思う
ことを挙げさせる。

・ これまでの生活で家族にし
てもらって嬉しかったこと
を挙げさせる。

・ 中学生は学校のことで忙し
くても家庭生活は維持され
ているのは何故か考えさせ
る。

ワークシート

グラフなど，パワー
ポイントで示せると
よい

<知識・理解＞
自分の発達段階を
客観的に考えるこ
とから，家族がお
互いの立場や役割
を担って協力する
ことを理解する。

計画 １時間

〇 家庭のはたらきを知って
将来の自立につなげよう。

・ 家庭生活を支える仕事に
ついて考えよう

・ 家庭の仕事の社会化につ
いて考えよう。

・ 衣食住生活に関することの
他，年少者の世話，高齢者
や疾病者の介護など，家族
のための仕事は，家族がお
互いの立場や役割を踏まえ
て協力して行う必要がある
ことを理解させる。

・ 家庭の仕事の社会化が生活
にゆとりを与え，家族の行
動の幅を広げていることに
気付かせる。

ワークシート
家庭のはたらきを考
えさせる場面では，
災害に遭った人の家
族のだんらんの場，
家庭を失ったことを
紹介するので配慮を
要する。

＜知識・理解＞
家事労働を重荷に
なっている人を自
覚することから協
力することで家族
関係がよくなるこ
とを理解する。

実践
および
評価・
改善

１時間

〇 家庭生活と地域とのかか
わりについて考えよう。

・ 過ごしやすい地域は自分
の生活を支えていること
に気付く。
・ 高齢者とのかかわり方を
考えたメッセージを準備
する。

・ 中学生に育つまでに地域の
人々に育まれてきたことを
振り返らせる。一方，現状
の生活では世代や国籍の異
なる人々も住む地域で生徒
が社会の形成者の一人とし
ての自覚を持つようにさせ
たい。また，高齢者とのか
かわりから学んだことを生
かして将来への展望が持て
るように促す。

ワークシート

高齢化率など著しく
増加しているので適
宜数値を更新して紹
介する。

＜知識・理解＞
家庭生活は地域と
の相互関係で成り
立っていることが
分かる。
＜思・判・表＞
かかわりを通して
将来を展望するこ
との大切さが分か
る。

実践例2新学習指導要領
の該当箇所

時間3A（3）
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　本題材の配当時間は３時間が目安であると示したが，２時間に統合して行うことも考えられる。３時間の場合には課題

解決を目指して，６人程度までのロールプレイングなどの演習を取り入れるとよいが，２時間の場合には個人作業と少人

数での話し合いを基に進めることで時間を短縮して取り組ませることもできる。

3. 学習指導計画の解説

4. 使用教材（ワークシート），題材・活動例

● 題材・活動例

●使用教材（ワークシート）

●題材設定の理由

　各時間にワークシートを使用する。1時間にA4 1 枚は少なめなので，じっくり考えさせたり，場面によってはロール

プレイングなどを取り入れて考えさせたりするのもよい。

　少子高齢化，グローバル化が著しく進み，持続可能な社

会の構築が求められる中で，新学習指導要領の「家族・家

庭生活」には，高齢者の身体の特徴に触れること，高齢者

の介護の基礎に関する体験的な学習ができるよう留意する

ことがあげられている。これまで高齢者に関しては高校で

深く扱っているが，急速な高齢化の進展から中学生として

も高齢者に関心をもち，自分の成長にかかわってくれた人

として，また，家庭生活や地域を構成する人として高齢者

理解に結びつけたい。

　さらに，中学生の時期は人の成長過程でも心身ともに変

化の大きい時期であり，第二次反抗期から素直な自己表現

がしにくい生徒もいるが，自分の成長を支える家族や地域

を客観的にみることで，現状を肯定し将来への展望を持て

るよう本題材を設定した。
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～五感を使って安全においしく調理しよう～
　　日常食の調理と地域の食文化

教科書該当ページ p.94 ～ 135

1. 学習の目標
・ 栄養バランスのよい１食分の献立作成や段取りを工夫した手順表作成，用途に応じた食品の選択計画が

できる。

・ 安全と衛生に留意し，食品や調理器具を適切に取扱い，食品の特質を考えた調理ができる。

・ 地域の食文化を理解し，和食の調理をこれからの食生活に活かそうとする。

2. 学習指導計画

配当
時間 学習内容と活動 指導上の留意点 教材・教具例 資質・能力

課題
設定 2 時間

１ 　調理の意義を知り，それを満た
す条件について考え，学習の目標や
流れ，評価基準を知る。
　 　「安全で衛生的な調理」とは何か
を考える。
　 　「環境に配慮した調理」とは何か
を考える。
　 　「手際のよい調理」とは何かを考
える。

２ 　「五感とおいしさ」の関係につい
て考える。

　４～５人の調理班を編成する。５つ
の役割分担（班長・材料・用具・食器・
整備）を説明し，係のローテーション表
を完成させ，協同する意欲をもたせる。
　ヒントカードを見て調理の必要性に
ついて理解する。
　調理写真を掲示し，「安全」「衛生」「環
境」「手際」の視点から実習の注意点に
気付くようにする。

　視覚・嗅覚・聴覚・触覚・味覚とお
いしさの関係が確認できる体験を通し
て，五感とおいしさの関係を実感をもっ
て学べるようにする。

プレゼンソフト
大型モニター
ヒントカード調理実習冊子
調理実習の写真
①グミ試食
②だしの試飲
③盛りつけの違う写真
④咀嚼する音の視聴
⑤ ゆで加減の違う野菜の
試食

　成長と心身の健康維
持のための食事作りに
取り組む意欲をもつ。
（学びに向かう力・人間性）

　調理に必要な「安全」
「衛生」「環境」「手際」「お
いしさ」の条件を知る。

（知識・技能））

計画１ 1 時間

３　「野菜の調理」の計画 　自分の住む地域の食文化や地域の食
材のよさに気づき，理解できるようにす
る。
　手順表を基に自分の担当する作業を
付箋に書き，計画表を作成させる。

手順表
計画表

　安全でおいしく調理
をするための工夫や時
間の見通しをもった調理
計画ができる。
（思考力・判断力・表現力）

実践
および
評価・
改善１

3 時間

４　「包丁使いとだしの基本」
　　調理例：大根のみそ汁
　　 　大根を使ってかつらむきと繊
切りを体験する。

　　 　昆布と鰹節の混合だしの取り
方を学ぶ。

５　「野菜の調理」
　　調理例：けんちん汁
　　 　野菜の扱いの注意点と切り方
のコツを学ぶ。

６　「実習の振り返り１」
　 　2回の実習を振り返り，よりよい
調理実習の方法を見つけ出す。

　小学校の学習を振り返りながら調理
の基本を学ばせる。
　地域による味噌汁の違いを知ること
ができるよう，グループで味噌を変え，
飲み比べをさせる。

　野菜の切り方の過程を実物大の写真
で示すか，タブレットで確認できるよう
にする。
　調理手順表や調味料分量表をマグ
ネットで調理台に留めておくなど合理
的な調理環境を整える。

　２回の実習を「安全」「衛生」「環境」
「手際」「おいしさ」の視点から振り返り，
課題を洗い出し，次の実習の計画につ
なげさせる。

タブレット
タイマー
レシピ表
指示書
調理実習冊子

タブレット
タイマー
レシピ表
指示書
調理実習冊子

実習記録写真
またはビデオ調理実習冊子

　調理に必要な包丁使
い，計量，調味，火加減
の基礎を知り，適切に調
理できる。
　「おいしさ」と五感の
関係を体感する。

（知識・技能）
　うま味の食文化や地
域による食文化の違い
を知る。 （知識・技能）
　実習を振り返り課題
を見つけ，次の調理に活
かす方法を話し合い活
動で深め，よりよい方法
を見つける。
（思考力・判断力・表現力）

計画 2 1 時間
７「魚の調理」の計画
　　調理例：ムニエル
　　付け合わせ：マッシュポテト

　材料に適した加熱の仕方に生徒が課
題意識をもって調理に向かえるよう工
夫する。
　計画に沿って調理ができているかを
観察する。また，火加減・安全・衛生・
環境・手際・おいしさへの配慮につい
て助言する。
　各班で今まで習得した調理技能と「安
全」「衛生」「環境」「手際」「おいしさ」
が達成できたか検証させる。
　生の魚・肉を扱う場合の衛生上の配
慮ができているか注意深く観察する。
　各班で実習を振り返り，「学習の成果
と課題」について報告させる。
　魚料理か肉料理を主菜とした1食分
の献立を立て１人で調理する手順を班
ごとに検討し発表させる。

タブレット
タイマー
レシピ表
指示書
調理実習冊子

実習記録写真
またはビデオ調理実習冊子

プレゼンソフト
大型モニター

　実習を振り返り課題
を見つけ，次の調理に活
かす方法を話し合い活
動で深め，よりよい方法
を見つける。
（思考力・判断力・表現力）

　食品の特質を知り，調
理の要点を理解するこ
とができる。（知識・技能）
「おいしさ」と五感の関
係を体感する。
 （知識・技能）

　豊かな食生活を送る
ために学んだことを活か
そうとする。
（学びに向かう力・人間性）

実践
および
評価・
改善 2

2 時間
８　「ムニエルの実習」

９　「実習の振り返り２」

計画 3 1 時間
１０　「肉の調理」の計画
　　調理例：シュウマイ
　　付け合わせ：中華サラダ

実践
および
評価・
改善 3

3 時間

11　「シュウマイの実習」

12　「実習の振り返り3」

13　「調理実習のまとめ」

B（3）

新学習指導要領
の該当箇所

時間

実践例3

13
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　五感を使って調理することは「おいしさ」を追求するう

えで欠かすことができない。今回は「課題の設定」の場面

で体験型授業「おいしさの秘密」を行い，生徒が「おいし

さ」を意識して調理に取り組めるようにした。

　全体を１３時間で構成したが，生徒の実態に合わせ，２

学年に分けて指導することも可能である。

　また，実習内容は１時間で行えるものを選択した。併せ

て日本の食文化のよさに気付き，和食の文化を継承する気

持ちをもつことができるように計画した。

　最初に調理の基礎・基本が学習できる調理内容とし，技

能を反復して学ぶことができるようにした。

　また，「知識・技能」を着実に向上させるために「簡単

なものから複雑なもの」へ，「１品から付け合わせのある

１品」の構成になっている。

　また，調理実習に楽しみながら参加するうちに生徒が自

己の課題に気付き，課題の解決や改善方法を仲間と協力し

ながら取り組むことができるように計画した。併せて，仲

間と話し合いを重ねて行くことで「学びに向かう力」や「思

考力・判断力・表現力」が深まっていくことが期待できる。

　調理実習後，「家族のための食事作り」や「行事食・郷

土料理作り」を「生活の課題と実践」につなげ，学校での

学びを生活に役立てる場面を設定するとともに家庭での実

践結果を授業に戻すことで学びが更に深化することが期待

できる。

　時間内で調理を終えるためには生徒の実態に合わせ，事

前の準備を工夫する。

　時間内に試食ができない場合は密閉容器を持参させ，昼

食時に食べるなど試食への配慮も必要である。

　また，食物アレルギーの確認と対応は必須である。事前

に使用食材を記載したお知らせを配布し，保護者の承諾を

得るとより丁寧である。養護教諭との連携も必要となる。

3. 学習指導計画の解説

4. ワークシート
　最初の授業で全授業のワークシートを冊子にして配布

し，学習の目標や内容・評価規準をよく理解させる。ワー

クシートには授業の学習課題や各自の学習課題を記入する

欄や自己評価や他己評価などの欄，それらを基に改善案を

盛り込んだ調理計画を作成できるように工夫する。

　調理実習の計画では班で調理内容の組み合わせが相談で

きるように切り抜いて貼る，または付箋に書き貼り付ける

など時間の節約ができる工夫をする。変更する場合は赤字

で記入あるいは，矢印で示すなど思考の過程が確認できる

ようにするとよい。

魚の調理での振り返りを行い，
班の調理の取り組みを客観的
に捉え，課題を設定する。

・ 自分が担当する工程を事前に決め，いつ，
何をすればよいか明確にする。
・ 各工程で必要な「おいしさ」「安全・衛生」
「環境」「手際」のポイントを考える。

▲
　課題意識をもった主体的対話的で深い学び

片づけチェック表を
作成し，協力して主
体的に片付けができ
るようにする。
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～アップサイクルで世界を変えよう！～
　　生活を豊かにするものづくり

教科書該当ページ p.190～ 209

1. 学習の目標
・ 衣服等の再利用の工夫（アップサイクル）を考え，製作計画を立てることができる。

・ 目的に応じた縫い方や用具の安全な取り扱いを理解して製作ができる。

・ 自分の製作が自分や家族，地域の人々の生活を豊かにすることや資源や環境を守ることにつながること

を実感し，これからのよりよい生活に活かそうとする。

2. 学習指導計画

配当
時間 学習活動 指導上の留意点 教材・教具例 資質・能力

課題
設定 1.5 時間

1. 　学習の目標と流れ，評価
規準を知る。

2. 　「生活の豊かさ」とは何
かを考える。

3. 　アップサイクルとは何
か，アップサイクルのアイ
ディア，材料，具体例等を
調べて情報を共有する。

　「グループを『会社』と仮
定して，企画・製作したアッ
プサイクル作品の『いいね！』
の数の合計で会社を表彰する」
というしかけをして，話し合
い活動や製作に意欲を持たせ
る。
　「生活の豊かさ」については，
マインドマップに記入させる。
学習の過程で随時追加の書き
込みをさせ，変容をみとる。
　調べ学習はジグソー学習形
式にして，タブレットを使用
する。そのテーマは，教師が
指定しておく。

ワークシート

プレゼンソフト・大
型モニター

ジグソー学習
タブレット10台
タイマー

衣服等をアップサ
イクルして生活を
豊かにする製作に
意欲を持つ。
【学びに向かう力・
人間性】

アップサイクルに
必要な材料，方法
などを知る。
【知識・技能】

計画 1.5 時間

4. 　製作のコンセプトを考え
る。

5. 　製作計画を立てる。

6. 　製作計画等をよりよくす
る話し合いをする。（企画
会議）

7.　製作計画を完成させる。

　材料（古着等）を各自準備
させる。材料が準備できない
生徒もいるので，地域や家庭
に協力を依頼し，ある程度の
材料を用意しておく。
　企画会議は，グループ全員
の製作計画等がよりよくなる
ように，より多くの「いいね！」
を目指して話し合いをさせる。

ワークシート

デジカメ

話し合い活動
タイマー

アップサイクルの
工夫や，時間の見
通しをもった製作
計画ができる。話
し合い活動で考え
を深めることがで
きる。
【思考力・判断力・
表現力】

実践
および
評価・
改善

5 時間

8. 　用具の安全な使い方を確
認する。

9.　製作する。

10. 　プレゼンの準備をする。

11.　プレゼンをする。
　　 「いいね！」・表彰

12.　振り返りをする。

　製作時間は３時間とする。

　用具の安全な使い方は，示
範，掲示物やDVDなどで確認
させる。
　プレゼンのリハーサルをさ
せる。
　プレゼンはジグソー班で発
表する。より多くの共有がで
きるようにメンバーを変えて2
回プレゼンさせる。相互評価
として「いいね！」シールを貼
らせる。
　自分の生活や社会に関連付
けて学習の振り返りができる
ようにする。

裁ちばさみの使い方
示範
アイロンの使い方・
ミシンの使い方の
掲示物・DVD
ワークシート
教科書
ジグソー班決めくじ
材料・作品の写真
プレゼン発表
「いいね！」シール
（ドットシール）
表彰シール
タイマー

時間内に，適切な
方法で製作でき
る。用具を安全
に使うことができ
る。
【知識・技能】
製作の目的や工夫
点などをプレゼン
できる。
【思考力・判断力・
表現力】
これからの生活に
活かそうとする。
【学びに向かう力・
人間性】

B（5）

新学習指導要領
の該当箇所

時間8

実践例4
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　アップサイクルとは，不要になったものに工夫を加えて

価値を高めることで，「資源や環境に配慮すること」「持続

可能な社会の構築」を考える学習にふさわしいキーワード

と考え，タイトルとした。

　「グループ（３～４人）を一つの『会社』と仮定，『企画

会議』で製作計画等を検討し，最後に完成した製品のプレ

ゼンをして売り込む」という学習設定をした。このような

設定により，楽しみながら製作意欲すなわち「学びに向か

う力」を高め，話し合い活動が活発となり「思考力・判断力・

表現力」を深化させることができる。可能であれば，地域

のイベント等で実際に展示・販売する計画ができるとさら

に効果的である。作品展への出品も有効である。

　何を作るか（目的）と何で作るか（材料）の2点を同時

に考えるのが難しい場合は，どちらかを条件設定するとよ

い。例えば，目的を「幼児（高齢者）とのふれあい活動で

プレゼントするもの」に，材料を「Tシャツ」と設定する

と製作計画が比較的立てやすい。

　調べ学習は，タブレットが全員にない場合を想定して，

同じテーマについて調べる生徒が集まり一緒にタブレット

で調べた後，元のグループに戻りその情報を共有するジグ

ソー学習形式とした。タブレットが使用できない場合は，

情報カードなどを事前に用意しておくことで代用できる。

テーマは生徒の状況に応じて教師が設定するとよい。

　プレゼンをクラス全体ではなく，少人数のグループ（４

～５人）で行うことで比較的発表がしやすくなる。時間の

許す限り，メンバーを変えてプレゼンの回数を多くすると，

たくさんの情報を共有することができる。

3. 学習指導計画の解説

4. ワークシート
　最初の授業で全授業のワークシートを冊子にして配布し，学習の目標や内容・評価規準をよく理解させる。

　毎時間の目標を「今日のゴール」として，授業後のあるべき姿をわかりやすく示した。話し合い活動の記録をとる欄を

設けたり，アドバイスによって変更した計画は赤字で記入させたりして思考の過程を振り返られるようにした。

評価④【学びに向かう力・人間性】

評価②【思考力・判断力・表現力】

毎時間の振り返りを
記入させる

調べ学習のテーマのあとに検索ワード
のヒントになる言葉を書いておく。

後から書き込めるように
中心から書かせる。

評価⑤【学びに向かう力・人間性】評価④【学びに向かう力・人間性】
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健康・快適・安全で豊かな住生活を目指して
　　～20年後の住生活をイメージする～

教科書該当ページ p.148 ～ 165

1. 学習の目標
・ 住居の機能と安全な住まい方について，実践的・体験的な活動を通して基礎的・基本的な知識および技

能を身につけることができる。

・ 学び合いの活動を展開することで，様々な考えを共有しながら，学習を深めていくことができる。

・ 20 年後の生活に視点を向け，学び合いの活動を通し学習を深めていくことで，健康・快適・安全で豊

かな住生活を工夫し創造しようとすることができる。

2. 学習指導計画

配当
時間 学習活動 指導上の留意点 教材・教具例 資質・能力

課題
設定 1 時間

○ 「住居の機能と安全な住ま
い方」7時間の学習の流れ
を掴む。

○ 健康・快適・安全で豊かな
住生活への課題をもつ。

・ なじみの深いアニメキャラク
ターの家族と住空間との関
わりを例に挙げながら住生
活学習に興味を持たせる。
・ 小学校と中学校の内容の整
理をしておく。
・ 住まいのはたらきでは，p151
の1図も確認しておく。

・ 高齢者や幼児の登
場するアニメを用
いる
・ 小中の学習のつな
がり
・ p149,150,151

計画 4 時間

１ 　共に住まう，家族の生活
と住空間の関わり

２　家族の健康と室内環境

３　家庭内の安全

４ 　災害（地震）を想定した
住まい方

・ p152の住まいを活用しなが
ら様々な考え方をクラス交
流で共有する。
・ 班でカビ，ダニ，ＣＯ，一酸
化炭素の空気汚染を分担し，
間取りを活用して健康に配
慮した住まい方を考える。
・ 4つの想定家族（高齢者夫婦，
幼児２人を含む家族，幼児と
高齢者を含む家族，車いす
活用者を含む家族）の安全
を考えた住空間の整え方を
考える。
・ 1/50 にした個人の空間に，
ベッド・机いす・タンス・本
棚等に分けた色画用紙の家
具を配置し，クラスで共有す
る。

・ p152 のＡ４版拡
大写真（班数）

・ p154 のＡ４版拡
大写真（班数）

・ p152 のＡ４版拡
大写真（班数），
想定家族　

・ p152 洋室 6.5 畳
の空間 1/50 の家
具

　住居の機能と安
全な住まい方につ
いて理解している
（知識・技能）
　自分の考えをわ
かりやすく伝えた
り，友だちと考え
を共有し合い，学
習を深めている
（思考力・表現力・
判断力等）

実践
および
評価・
改善

2 時間

１ 　家族の安全を考え豊かな
住生活を送るための「具体
策」と「理由」を考える。

２ 　20年後の住生活へ向け
た考えをクラスで共有す
る。

・ 20 年後をイメージし，安全
な住生活の整え方を考える。
・ 具体策一つひとつに理由を
考え，「なぜだろう」と考え
を深める。具体策は，付せん
に書いていく。
・ 枠組み作りの活動では，自分
の考えた理由を仲間に伝え
ることを意識させる。
・ 矢印で枠組みの関係を結び，
コメントも入れさせる。
・ クラス交流を通して，学びを
評価・改善の時間とする。

・ 付せん一人 5 ～
10枚くらい
・ 色違いのサインペ
ンを用意しておけ
ば書いた人がわか
る
・ 模 造 紙 1/2， マ
ジック，枠組みタ
イトル用の付せん

　家族の安全を
考えた住空間の整
え方を工夫し創造
しようとしている
（学びに向かう力・
人間性）

B（6）

新学習指導要領
の該当箇所

時間7

実践例5



13

・ 健康・快適・安全で豊かな住生活に向けて考え，基礎的・

基本的な知識および技能を身に付け，学び合い活動を通

して住生活の課題を解決する力を養う。また，20年後

の豊かな住生活を目指し，工夫し創造しようとする実践

的な態度を育成することをねらいとして本題材を設定し

た。

・ 1 つの間取り図を活用して，健康・快適・安全で豊かな

住生活への考えを，学び合いの学習を進めながら，様々

な意見を聴き合うことで学習を深めていく授業計画にし

ている。

・ 1 コマ 50分間授業で展開できるように授業の流れをつ

くる。話し合いは「発表者・進行役・記録者・協力者」

と役割分担させ班活動への意識を持たせる。発表会での

共有の時間は，新しい学びの知識を記録させることと学

習の振り返りをおこなう時間を確保することでさらに深

い学びへ導く。

3. 学習指導計画の解説
●題材設定の理由，授業計画へのねらい，学び合い学習へのアドバイス

4. 使用教材（ワークシート），または題材・活動例

ホワイトボードにラミネートしたＡ４版の写真を添付して，班の話し合いに活用した。屋台村方式の交流会を５分×３回

のローテーションで設定すると，班員全てを発表者にすることができるため，班内での話し合いもクラス交流を意識して

更に意欲的な活動となることが期待できる。

付せんを活用した枠組み作りの活動は，「具体策」と「理由」を考えることで，付せんを通して仲間の考えを聴き合い，考

えを共有しながら学びを深めることができる。

・教科書 p152　洋室 6.5 畳を自分の部屋としてイメージする

・教具の実際の大きさ例（ベースＢ４版）

　洋室外枠（16.5cm× 22.5cm），ベッド（赤8× 14cm），

　本棚（緑2.5 × 11.5cm），机（水色6× 8cm），

　いす（水色2.5 × 2.5cm），　タンス（黄4× 9cm）

　その他・災害時に必要なもの（紫4× 4cm）

☆周りには工夫点をマジックで書き込めるスペースを空ける

2/7時間目
家族の生活と住空間の関わり

5/7時間目
災害（地震）を想定した住まい方

6,7/7 時間目　20年後の住生活に向けた考えをクラスで共有する

3/7時間目
家族の健康と室内環境

4/7時間目
家庭内の安全

住む人を大切に

安心な生活

高齢者を守る
関わりの説明文

㊟ 全ての付せ
　 んを使う。
１枚でもタイトル
名をつける。

タイトル名

タイトル名

タイトル名
安全な住まい

一枚ずつ「理由」を確認する

安全な住まい

安全な住まい

タイトル名と枠組みの配置
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～お金を賢く管理できる人になろう～
　　購入や支払いについての知識を身につけ，判断力を鍛えよう

教科書該当ページ p.214 ～ 227

1. 学習の目標
・ 多様化した購入方法や支払い方法の特徴が分かる。

・ 生活に必要な物資・サービスについての金銭の流れをつかみ，多様な支払い方法に応じた計画的な金銭

管理の必要性を理解する。

・ 消費者被害が発生する背景，回避する方法，適切な対応の仕方について理解する。

・ 持続可能な社会の構築等の視点から情報を収集・整理し，物資・サービスの選択，購入方法，支払い方

法等を考え，工夫する。

2. 学習指導計画

配当
時間 学習活動 指導上の留意点 教材・教具例 資質・能力

課題
設定 2 時間

家族が生活するために購入
する物やサービスにはどの
ようなものがあるかを知る。

グループごとに，課題の解
決方法を考え，発表する。

課題の解決方法を考えるこ
とを通して，支出にはニー
ズとウォンツがあることに
気付く。

ある５人家族〔父・母・高２・
中３・小６〕の 1ヶ月の収入
と支出の例を示す。この例を
もとにして，（収入は増やせな
い）以下のような課題をそれ
ぞれのグループに１つずつ分
担し，解決方法を考えさせる。
課題（例）：
① 高２の子は，アーティスト
のコンサートにいきたい。

②中３は，スマホがほしい。
③小６は，ゲーム機がほしい。
解決方法は何をどうするかと
理由をはっきりさせる。

５人家族の収入と支
出の表
ワークシート

グループ学習
解決方法のワーク
シート

生活に必要な物
資・サービスにつ
いての金銭の流れ
をつかみ，計画的
な金銭管理の必要
性を理解してい
る。
【知識・技能】
計画的な金銭管理
の必要性を理解し
ようとしている。
【学びに向かう力・
人間性】

計画 2 時間

「消費者アクションゲーム」
で消費者トラブルを疑似体
験しながら，具体的な解決
方法を知る。

ゲーム終了後，印象に残っ
たトラブルや解決法，疑問
点等を発表する。

「消費者アクションゲーム」は，
勝敗に拘らず消費者トラブル
や被害を防ぐ方法を考え，ワー
クシートに記入しながらすす
めさせる。

発表を聞きながら，ワークシー
トに記入させる。ゲストティー
チャーへの質問をまとめる。

グループ学習
消費者アクション
ゲーム

グループ学習
ワークシート

多様化した購入方
法や支払い方法の
特徴を理解してい
る。
【知識・技能】
消費者被害発生の
背景，回避する方法，
適切な対応の仕方
を理解している。
【知識・技能】

実践
および
評価・
改善

2 時間

消費生活センターの消費生
活相談員等をゲストティー
チャーとして招き，クレジッ
トカードの仕組みや，トラ
ブルの例，対処法等を具体
的に学ぶ。

これまでの学習をもとに家
族や周りの大人と話し合っ
てきたことを発表し，交流，
評価しあう。

前回のゲームで得た知識を実
際の事例と繋げるようにする。
対処法の例は，ロールプレイ
ング等で学ぶ。これまで学習
したことの中で，家族や周囲
の大人に伝えたいことをまと
める。

自分が伝えたかったこと，家
族や周囲の大人がどのように
反応してくれたかを発表させ
る。

消費生活相談員（ゲ
ストティーチャー）
ロールプレイング
まとめのワークシー
ト

持続可能な社会の
構築等の視点から
情報を収集・整理
し，物資・サービ
スの選択，購入方
法，支払い方法等
を考え，工夫しよ
うとしている。
【思考力・判断力・
表現力】

C（1）ア

新学習指導要領
の該当箇所

時間6

実践例6
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　新学習指導要領では金銭の管理に関する内容が新設され

た。多様化する購入方法や支払い方法がある中で，キャッ

シュレス化した金銭の流れを把握し，生活に必要な金銭を

計画的に管理する力を身につけることが迫られている。ま

た，消費者被害が低年齢化し，その被害を回避するために

はトラブルの基本的構造やその問題点を理解し，必要な情

報の適切な収集・整理ができる力が必要になっていること

から本題材を設定した。

① 家族が生活するために必要な金銭を扱うことにより，支

出にはニーズとウォンツに気付くようにした。

② 「消費者アクションゲーム」の疑似体験を通し，消費者被害

発生の背景，対処方法等を具体的に理解できるようにした。

③ 消費生活センターの消費生活相談員等の専門家と連携する

ことで，より具体的実例や対応の仕方を学べるようにした。

④ 学習したことを家族や周囲の大人に伝えることにより，

学びを深め，今後の改善点につながるようにした。

3. 学習指導計画の解説
●題材設定の理由 ●この授業計画についてのポイント

4. 使用教材（ワークシート），または題材・活動例
●使用教材

● 題材・活動例

　ある５人家族〔父・母・高２・中３・小６〕の1ヶ月の収入と支出の例を示し，家計上の課題についての解決方法をグルー

プごとに考えさせることにより，計画的な金銭管理の必要性を理解させたい。

　「消費者アクションゲーム」は，最近のインターネット

関連の消費者トラブルや高齢者を狙った詐欺の事例を扱

い，被害にあわないための方法や行動（アクション）を考

えるボードゲームで，３～５名で行う。

　「消費者アクションゲーム」で消費者トラブルを疑似体

験しながら，具体的な解決方法を知ることができる。アク

ションカードを参考に消費者トラブルや被害を防ぐ方法を

考え，ワークシートに記入しながらすすめさせる。特に，

カードを引いたら，そのカードの内容を読み上げて確認し，

ワークシートに記入することが大切で，ゴールすることが

優先するものではないと生徒に伝える。ゲームの終了は，

全員が「ゴール」でも「制限時間」でも可能なので，授業

時間の長さにあわせて行うことができる。ゲームボードの

裏面には契約クイズもついているので，ゲーム前にチャレ

ンジしてもよい。ゲーム終了後に印象に残ったカードの発

表をさせ，まとめとする。

 公益財団法人　消費者教育支援センター発行

 （2015年 10月）
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一日家事体験

教科書該当ページ p.14～16　p.36～41　p.90～127
 p.175～187　p.152～　p.236～　
 p.246～250

1. 学習の目標
・ 家族や家庭，衣・食・住生活，消費や環境の学習を振り返り，問題を見出したり，課題を設定したり，

計画を立てることができる。

・ 家事体験の実践を通して，成果や課題解決をまとめ，発表や生活の改善することができる。

2. 学習指導計画

配当
時間 学習活動 指導上の留意点 教材・教具例 資質・能力

課題
設定

1～2時間

〇今までの学習を振り返り，
家事の種  類や取り組みを
話し合う【班活動】

・ 家族や家庭（基本的な機
能）

・ 食生活（献立作成，調理）
・ 衣生活（洗濯，手入れ）
・ 住生活（住空間の整え方，
安全）

・ 消費や環境（選択と購入，
金銭管理，3Ｒ）

　※アクティブラーニング

〇課題を決める

・ 既習の学習から，家事の取
り組みや工夫，問題点を考  
えさせる

※アクティブラーニング

・ 各家庭や生徒のプライバ
シーに配慮し，個人の課題
を設定させる

見本や事例
ワークシート

・ 生活を営む機能
を理解している
（知・技）

計画

〇実践計画を立てる
・ 家事の取り組み，課題解
決を考える

・ 消費活動を工夫する

〇発表計画を立てる

・ 環境や安全に配慮した計画
にさせる

ワークシート
画用紙

・ 主体的に課題   
を捉え，計画や
実践をしようと
している

　（学びに向かう
力・人間性）

実践

〇実践する

〇プロセスや結果をまとめ
る

・ 一日の家事の取り組みと
課題解決

・ 自分と家族の評価と感想
・ 環境や安全への配慮

評価・
改善 1 時間

〇発表する
・ 質疑応答，評価を聞く

〇評価を受けて改善する【班
活動】

・ 評価を参考に，よりよい
生活のために改善策を考
える

　※アクティブラーニング

〇家庭に活かす

・ ICT（書画カメラ，電子黒板，
タブレットなど）の活用で，
効果的に発表させる

・ 短時間で共有し合えるよう
時間を配分する

書画カメラ電子黒板
タブレット
ワークシート

・ 成果と課題をま
とめ，工夫し発
表できる

　（思・表・判）
・ 改善した課題を
生活に活かそう
としている

　（学び～・人間）

新学習指導要領
の該当箇所

時間～2 3

実践例7

B（7）ア


